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上州吾妻耶山(1341m) ・大峰山(1255m)      毎日新聞旅行   14 日 

 令和になってからの初登山である。この山は谷川岳の南部に位置する。晴れていれば谷川連峰が見渡

せる山であるということであるが、この 2 回ほど私は雨男である。この日も天気予報は午後から雷雨と

いう嫌なものであった。今回もキャンセルが 4 名とのことだ。それでも女 14 名、男 5 名の参加である。

デルバラの F ジタさんと久しぶりに顔を合わせた。50 歳少し前というところらしいが、令和に入ってす

でに 7 日目の山登りということだ。“クビにならないのかい？”と聞くと“仕事はちゃんとやってますよ”

との答えである。俺の現役の時も 43 歳で 100 名山を終わらせてしまったので、“こんなんで定年までい

られるかなあ”と思ったこともあるが、彼に比べたら俺なんか優等生だった。F ジタさんと M カワさん

の噂話をしながら歩いていたら、“私もその時いました”と声をかけてきたバアサマがいた。俺が、来月

で“後期高齢者になるよ！”と言ったら、“私の方が年上だ”と言っていたが、歳の割にはスタイルが良

い。50 年前はケッコウいい女であったような気がする。

“27 歳で失恋した”と言っていたが、もったいないこ

とをする奴もいるもんだ。 
 景色はほとんど見えなかったが、幸い雨はちょっとだ

けパラっときた程度で、雨具の必要もなかった。雨男は

卒業できたようだ。ナントカイチゲやシャクナゲ・タチ

ツボスミレ・ツツジなど花も多かった。やはり季節がそ

んな時期になってきたのであろう。私はもう少し後の新

緑の頃が一番好きである。 ナントカイチゲ群落 


